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【 部 門 区 分 】 第 １ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 8 月 2 日 ( 2 0 2 4 . 8 . 2 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 0 8 9 7 6 3
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 6 2 0 4 2 ( P 2 0 2 3 - 5 6 2 0 4 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
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   Ａ ２ ４ Ｆ 4 0 / 6 0 ( 2 0 2 0 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ２ ４ Ｆ 4 0 / 5 7 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ２ ４ Ｆ 4 0 / 5 3 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ２ ４ Ｆ 4 0 / 5 1 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ２ ４ Ｆ 4 0 / 6 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 5 月 9 日 ( 2 0 2 4 . 5 . 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ア ロ ゾ ル 源 を 加 熱 す る 負 荷 へ の 電 力 の 供 給 を 制 御 す る 制 御 部 を 有 し 、
　 前 記 制 御 部 は 、 エ ア ロ ゾ ル が 発 生 す る 第 １ の 温 度 に 前 記 負 荷 を 加 熱 す る 第 １ の 制 御 の 前  
に 、 当 該 第 １ の 温 度 よ り 低 い 第 ２ の 温 度 に 当 該 負 荷 を 加 熱 す る 第 ２ の 制 御 を 行 う 場 合 に お  
い て 、 エ ア ロ ゾ ル の 吸 引 と 吸 引 の 間 隔 が 第 １ の 期 間 に 比 し て 短 い 場 合 、 当 該 第 １ の 制 御 に  
お い て 当 該 負 荷 に 供 給 す る 電 力 量 及 び 前 記 第 ２ の 制 御 に お い て 当 該 負 荷 に 供 給 す る 電 力 量  
の 少 な く と も 一 方 を 基 準 値 よ り も 小 さ く 制 御 す る 、
　 エ ア ロ ゾ ル 生 成 装 置 の 回 路 ユ ニ ッ ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 装 置 の 回 路 ユ ニ ッ ト 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 装 置 及 び プ ロ グ ラ ム に  
関 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 エ ア ロ ゾ ル の 発 生 を 伴 う 第 １ の 制 御 に 先 立 っ て エ ア ロ ゾ ル の 発 生 を 伴 わ な い  
第 ２ の 制 御 を 行 う 場 合 に お け る エ ア ロ ゾ ル 生 成 装 置 の ユ ー ザ の 使 用 方 法 に よ ら ず 吸 引 中 の  
液 枯 れ を 抑 制 す る 技 術 を 提 供 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 開 示 の 一 態 様 に よ れ ば 、 エ ア ロ ゾ ル 源 を 加 熱 す る 負 荷 へ の 電 力 の 供 給 を 制 御 す る 制 御 部  
を 有 し 、 前 記 制 御 部 は 、 エ ア ロ ゾ ル が 発 生 す る 第 １ の 温 度 に 前 記 負 荷 を 加 熱 す る 第 １ の 制  
御 の 前 に 、 当 該 第 １ の 温 度 よ り 低 い 第 ２ の 温 度 に 当 該 負 荷 を 加 熱 す る 第 ２ の 制 御 を 行 う 場  
合 に お い て 、 エ ア ロ ゾ ル の 吸 引 と 吸 引 の 間 隔 が 第 １ の 期 間 に 比 し て 短 い 場 合 、 当 該 第 １ の  
制 御 に お い て 当 該 負 荷 に 供 給 す る 電 力 量 及 び 前 記 第 ２ の 制 御 に お い て 当 該 負 荷 に 電 力 を 供  
給 す る 電 力 量 の 少 な く と も 一 方 を 基 準 値 よ り も 小 さ く 制 御 す る 、 エ ア ロ ゾ ル 生 成 装 置 の 回  
路 ユ ニ ッ ト が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 開 示 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 各 図 面 に は 、 同 一 の 部 分 に 同  
一 の 符 号 を 付 し て 示 す 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ０ 】
　 し か し 、 ４ 回 目 の パ フ の 開 始 時 に お け る コ イ ル の 抵 抗 値 Ｒ Ｂ は 、 第 １ の 抵 抗 値 よ り も 高  
い 状 態 に あ る 。 ３ 回 目 の パ フ と ４ 回 目 の パ フ の 間 隔 が 短 く 、 加 熱 部 ２ １ １ の 温 度 が 十 分 に  
下 が り 切 っ て い な い た め で あ る 。
　 こ の た め 、 図 １ ８ （ Ｃ ） に 示 す 例 で は 、 １ 回 目 、 ２ 回 目 、 ３ 回 目 及 び ５ 回 目 の パ フ の 本  
加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ は 、 基 準 時 間 Ｌ １ に 設 定 さ れ る 一 方 、 ４ 回 目 の パ フ の 本 加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ は  
、 基 準 時 間 Ｌ １ よ り も 短 い 時 間 Ｌ ２ に 設 定 さ れ て い る 。
　 そ の 結 果 、 ４ 回 目 の パ フ が 開 始 す る ま で の パ フ 間 隔 が 短 く 、 吸 引 開 始 ま で に 加 熱 部 ２ １  
１ に 供 給 さ れ る エ ア ロ ゾ ル 源 の 供 給 量 が 少 な い 場 合 で も 、 本 加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ が 基 準 時 間 Ｌ  
１ よ り 短 縮 さ れ る の で ４ 回 目 の パ フ 中 に 液 枯 れ が 生 じ る こ と は な い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ２ 】
　 し か し 、 ４ 回 目 の 予 備 加 熱 の 開 始 時 に お け る コ イ ル の 抵 抗 値 Ｒ Ｂ は 、 第 １ の 抵 抗 値 よ り  
も 高 い 状 態 に あ る 。 ３ 回 目 の パ フ と ４ 回 目 の パ フ の 間 隔 が 短 く 、 加 熱 部 ２ １ １ の 温 度 が 十  
分 に 下 が り 切 っ て い な い た め で あ る 。
　 こ の た め 、 図 １ ８ （ Ｅ ） に 示 す 例 で は 、 １ 回 目 、 ２ 回 目 、 ３ 回 目 及 び ５ 回 目 の パ フ の 本  
加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ １ は 時 間 Ｌ ２ に 設 定 さ れ る 一 方 、 ４ 回 目 の パ フ の 本 加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ １ は 時  
間 Ｌ ３ に 設 定 さ れ て い る 。
　 そ の 結 果 、 ４ 回 目 の パ フ が 開 始 す る ま で の パ フ 間 隔 が 短 く 、 吸 引 開 始 ま で に 加 熱 部 ２ １  
１ に 供 給 さ れ る エ ア ロ ゾ ル 源 の 供 給 量 が 少 な い 場 合 で も 、 本 加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ １ が 基 準 時 間  
Ｌ １ よ り 短 縮 さ れ る の で ４ 回 目 の パ フ 中 に 液 枯 れ が 生 じ る こ と は な い 。
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【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ ６ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ １ ３ ２ で 肯 定 結 果 が 得 ら れ た 場 合 、 制 御 部 １ １ ７ は 、 パ フ 間 隔 が 第 １ の  
期 間 よ り 短 い か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ ３ ４ ） 。 も っ と も 、 ス テ ッ プ １ ３ ４ の 判 定 に  
使 用 す る 閾 値 は 、 ス テ ッ プ １ ３ ３ と 異 な っ て も よ い 。 例 え ば ス テ ッ プ １ ３ ４ の 判 定 に 使 用  
す る 閾 値 は 、 ス テ ッ プ １ ３ ３ の 判 定 に 使 用 す る 閾 値 よ り 小 さ く て も よ い 。
　 パ フ 間 隔 が 第 １ の 期 間 以 上 の 場 合 、 制 御 部 １ １ ７ は 、 ス テ ッ プ １ ３ ４ で 否 定 結 果 を 得 る  
。 ス テ ッ プ １ ３ ４ で 否 定 結 果 が 得 ら れ た 場 合 、 制 御 部 １ １ ７ は 、 今 回 の 本 加 熱 時 間 を 基 準  
時 間 よ り 短 い 時 間 Ｌ ２ に 設 定 す る （ ス テ ッ プ ６ ） 。 も っ と も 、 ス テ ッ プ １ ３ ４ で 否 定 結 果  
が 得 ら れ た 場 合 に お け る 本 加 熱 時 間 は 、 基 準 時 間 Ｌ １ よ り 短 け れ ば よ く 、 必 ず し も Ｌ ２ で  
あ る 必 要 は な い 。
　 一 方 、 パ フ 間 隔 が 第 １ の 期 間 よ り 短 い 場 合 、 制 御 部 １ １ ７ は 、 ス テ ッ プ １ ３ ４ で 肯 定 結  
果 を 得 る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ １ ７ は 、 今 回 の 本 加 熱 時 間 を 、 残 液 量 が 少 な い ほ ど 短 い 時  
間 Ｌ ３ （ ＜ Ｌ ２ ） に 設 定 す る （ ス テ ッ プ １ ３ ５ ） 。 こ こ で も 、 本 加 熱 時 間 は 、 例 え ば 段 階  
的 に 短 縮 す る 。 も っ と も 、 二 次 曲 線 等 に 従 っ て 非 線 形 に 短 縮 し て も よ い 。
　 ス テ ッ プ ５ 、 又 は 、 ス テ ッ プ ６ 、 又 は 、 ス テ ッ プ １ ３ ５ に よ る 本 加 熱 時 間 Ｌ Ｔ １ の 設 定  
後 、 制 御 部 １ １ ７ は 、 ス テ ッ プ ８ 及 び ス テ ッ プ ９ を 順 番 に 実 行 し 、 吸 引 の １ サ イ ク ル を 終  
了 す る 。
　 以 上 が 、 予 備 加 熱 な し の 場 合 の 本 加 熱 時 間 の 設 定 例 で あ る 。
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